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■さわやかな秋風の中を軽快に

　10月５日に開催された弘前・

白神アップルマラソンには多くの

健脚、家族連れが参加。西目屋村

で折り返すフルマラソンでは、ラ

ンナーたちが真っ赤に色づいたり

んご畑の中を駆け抜けました。
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弘前城菊と紅葉まつり ･･････････････
●市　政／国民健康保険料・

　　　　　後期高齢者医療保険料の納付

　　　　　わたしのアイデアポスト ほか ･･････

●お知らせ／催し、教室など ････････････････
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今
年
も
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を

　
　
　
　

無
料
運
行

　

生
垣
見
本
園
前
で
は
、
毎
年
好

評
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
無
料
で
運
行
し

ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
広
場
に
は
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
豪
華
な
「
菊

の
五
重
塔
」「
菊
の
岩
木
山
」
を

設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
（
右
ペ
ー
ジ
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
参
加
の
市
民

菊
花
展
や
み
ち
の
く
山
草
盆
栽

展
、
錦
石
・
美
石
展
な
ど
も
開
催
。

日
曜
・
祝
日
に
は
三
の
丸
庭
園
で
、

「
弘
前
茶
道
協
会
」の
協
力
に
よ
る

抹
茶
接
待
を
行
い
ま
す
（
有
料
）。

開催日 時　　間 イベント名 会　場

10月24日（金）

午前９時 20分
～９時 40分

開会式アトラクション①
大開保育園による鼓笛隊

植物園

午前９時 40分～
（約 15分）

開会式アトラクション②
津軽三味線

〃

10月25日（土）
午前 10時 30 分～ 11時 高杉保育園ちびっこ太鼓 〃

午後１時 30分
～２時 30分

木田俊之ショー 〃

10月26日（日）
午前 10時～正午 お城でＹＯＳＡＫＯＩ

（２会場同時開催）
植物園
本　丸午後１時～３時

11月１日（土）

午前 10時 30 分
～ 11時 30 分

郷土芸能 植物園

午後１時 30分
～２時 30分

黒石八郎ショー 〃

11月２日（日）
午前 11時～正午

サエラコンサート 〃午後１時 30分
～２時 30分

11月３日（月・祝）

午前 10時 30 分
～ 11時 30 分

津軽民謡手踊り 〃

午後１時 30分
～２時 30分

高瀬まみショー 〃

11月８日（土）

午前 10時 30 分
～ 11時 30 分

大和タケルショー 〃

午後１時 30分
～２時 30分

りんご娘．ＬＩＶＥ 〃

11月９日（日）
午後１時 30分

～２時 30分
多田あつし津軽三味線ラ
イブ

〃

平日（計10日間）午後１時 30分～２時 渋谷和生津軽三味線ライブ 〃

※屋外ステージのため、悪天候などで変更・中止になる場合があります。

イベントスケジュールイベントスケジ ル

弘前城 菊と紅葉まつり弘前城 菊と紅葉まつり

10/24（金）～11/９（日）

テ
ー
マ
は
「
篤
姫
」

　

三
の
丸
庭
園
に
設
け
ら
れ
る
菊

人
形
ゾ
ー
ン
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
人
気

の
「
篤
姫
」。「
桜
田
門
外
の
変
」

や
「
黒
船
来
航
」
な
ど
の
場
面
を

菊
人
形
で
再
現
す
る
ほ
か
、
庭
園

を
借
景
と
し
た
豪
華
な
演
出
は
見

応
え
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

子
ど
も
ゾ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も

に
人
気
の
動
物
や
恐
竜
な
ど
を
か

た
ど
っ
た
ト
ピ
ア
リ
ー（
造
形
菊
）

や
り
ん
ご
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ー

ち
ゃ
ん
、プ
ー
ち
ゃ
ん
、ル
ー
ち
ゃ

ん
の
菊
人
形
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

日
だ
ま
り
の
中
、
弘
前
公
園
で

秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会　

期　

10
月
24
日
（
金
）
〜

11
月
９
日
（
日
）、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
公
園
内
「
弘
前

城
植
物
園
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

ま
つ
り
期
間
中
は　

特
別
企
画
展
を
開
催

　

本
丸
の
弘
前
城
天
守
３
階
に

は
、
本
丸
御
殿
を
復
元
し
た
模
型

（
常
設
）
と
全
国
城
郭
パ
ネ
ル
も

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

10
月
24
日
（
金
）

〜
11
月
９
日
（
日
）、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

弘
前
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
す
。
追

手
門
と
東
門
付
近
に
詰
め
所
が
あ

り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
を
。

▽
案
内
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
案
内
範
囲　

弘
前
公
園
及
び
周

辺▽
ガ
イ
ド
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
市
立

観
光
館
内
、
☎
35
・
３
１
３
１
）

※料金の（　）内は 10人以上の団体料金。
　入場券の発売は午後４時 30分まで。

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 60歳以上の市民、市内の小・中学生や障害者、
外国人留学生は無料。身分を証明できるものを
提示してください。

弘前城菊と紅葉まつり（植物園）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 65歳以上の市民、市内の小・中学生や障害者、
外国人留学生は無料。身分を証明できるものを
提示してください。

特別企画展（本丸・北の郭）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）500 円（450 円）

小人（小・中学生）160 円（130 円）

共通（植物園と本丸・北の郭）入場料

子どもゾーンでは、かわいいトピアリーが待ってるよ

ミニＳＬに乗って、生垣見本園を周遊！

　今年も弘前城植物園をメーン会場に「弘前城

菊と紅葉まつり」を開催します。

　皆さんに好評のミニＳＬを運行するほか、土・

日曜日、祝日はコンサートなどのイベ

ントも盛りだくさん。秋色の弘前公園

に家族みんなでおいでください。

菊の岩木山菊の岩木山



4

国
民
健
康
保
険
料

【
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
（
世
帯
主
を
含
む
）
全
員
が

65
歳
〜
74
歳
の
場
合
】

　

10
月
か
ら
、
保
険
料
の
納
付
方

法
が
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に

か
わ
り
ま
す
。
対
象
に
な
る
世
帯

に
送
付
し
て
い
る
平
成
20
年
度
保

険
料
納
入
通
知
書
に
は
、「
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
と
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す
】

　

次
の
①
②
の
両
方
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
金
融
機

関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
た

後
、
国
保
年
金
課
で
申
請
を
。

①
こ
れ
ま
で
保
険
料
を
滞
納
す
る

こ
と
な
く
納
め
て
い
る
人　

②
こ
れ
か
ら
の
保
険
料
を
口
座
振

替
で
納
め
ら
れ
る
人

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

国
保

年
金
課
国
保
保
険
料
係
（
市
役
所

１
階
、
窓
口
158
、
☎
内
線
２
０
７
・

２
１
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
保
険
料
の
均
等
割
額
が
７
割
軽

減
か
ら
８
・
５
割
軽
減
に
変
更
と

な
っ
た
人
】

　

年
額
保
険
料
６
０
０
０
円
を
８

月
ま
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
で
納
付
し
た
人
は
、

10
月
以
降
の
納
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
社
会
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

の
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
】

　

10
月
か
ら
、
保
険
料
の
納
付
方

法
が
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
に
か

わ
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
人
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
保
険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、10
月
か
ら
の
保
険
料
は
、

本
来
の
保
険
料
額
か
ら
９
割
軽
減

さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
20
年
度
は

２
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

【
納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す
】

　

次
の
①
や
②
に
当
て
は
ま
る
人

は
、
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴

収
（
口
座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ

の
納
付
方
法

保
険
料
の
納
付
方
法

　住民基本台帳カード（住

基カード）は、市民の皆さ

んの申請により発行してい

るＩＣカードで、顔写真付

きと顔写真なしの２種類が

あります。

▽便利な機能

○写真付きの住基カードの

場合、運転免許証などと同

じ公的な身分証明書として

利用できる

○全国の市区町村窓口で、

本人や同一世帯員の住民票

の写しが取れる（本籍は記

載されません）

○インターネットを使った

電子申請に必要な、公的個

人認証サービスによる電子

証明書（500 円）の発行が
受けられる

▽申請手続き　本人確認書

類（運転免許証やパスポー

トなど、官公署発行の顔写

真付免許証・許可証で、有

効期限内のもの）を持参し、

市民課（市役所１階）で申

請を。写真付きを希望する

場合は、無帽・正面・無背

景で、６か月以内に撮影し

た写真１枚（縦 4.5 ㌢×
横 3.5 ㌢）を持参してくだ
さい。

※顔写真付きの書類がない

場合は、申請後、本人確認

のために回答書を郵送しま

すので、住所・氏名を記入

し、押印の上、本人確認書

類（健康保険証や年金証書

など）と一緒に持参してく

ださい。

▽交付手数料　500 円
▽問い合わせ先　市民課住

民記録係（☎内線 347）

青森県弘前市

2013年８月 31 日まで有効

昭和55年５月５日　性別　男
弘前

　
太郎

青森県弘前市大字上白銀町１番地１
市役所アパートＡ－１号　弘前方

弘前市 市民環境部 市民課

写真

住民基本台帳カード

氏　

　

名

連 絡 先

生年月日

氏　

　
名

住　
　

所

連 絡 先

と
が
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
で
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
た
後
、
国

保
年
金
課
で
申
請
を
。

①
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を

確
実
に
納
付
し
て
い
た
人
で
、
本

人
名
義
の
口
座
振
替
で
納
付
す
る

場
合

②
年
金
収
入
が
年
額
１
８
０
万
円

未
満
の
人
で
、
世
帯
主
か
配
偶
者

名
義
の
口
座
振
替
で
納
付
す
る
場

合▽
申
請
先　

国
保
年
金
課
高
齢
医

療
係
（
市
役
所
１
階
、
窓
口
156
）

【
普
通
徴
収
の
人
で
口
座
振
替
を

希
望
す
る
人
】

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
料
等
で
既
に
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
、
引
き
続
き

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
に

も
、新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
国
保
年
金

課
高
齢
医
療
係
（
☎
内
線
２
０

８
・
４
９
３
）
／
青
森
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
青
森

017
・
721
・
３
８
２
１
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.aom

ori-
kouikirengou.jp/

）

かわります

見本（写真付き）

知っていますか？

住民基本台帳
カード　　　わたしの

アイデアポスト
わたしの
アイデアポスト

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断
を
希

望
す
る
場
合
に
、
市
が
専
門
的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診

断
員
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
住
宅　

市
内
に
存
し
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の

○
一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
延
べ
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
の
用
に
供
し
、
か
つ
そ
の

他
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
下

で
あ
る
も
の
に
限
る
）
で
地
上
階
数
が
２
以
下
の
も
の

○
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
的
構
法
に
よ
っ
て
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
原
則
と
し
て
延
べ
床
面
積
が
２
０
０
平
方
㍍
以
下
で

あ
る
こ
と

※
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
場
合
は
、
申
込
者
負
担
の

増
額
で
対
応
。

▽
診
断
費
用　

申
込
者
負
担
と
し
て
、
１
戸
当
た
り
８

０
０
０
円

▽
募
集
戸
数　

20
戸
（
う
ち
、
優
先
枠
５
戸
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
な
お
優
先
枠
は
、
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
な
ど
、
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
登
録
制
度
の
対
象
者
で
す
。

▽
募
集
期
間　

10
月
20
日
〜
11
月
14
日

▽
申
込
書
の
配
布　

建
築
指
導
課
（
市
役
所
３
階
、
窓

口
353
）
で
配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４

１
８
）

【意見・提案】

　「代官町」や「土手町」などと書かれた木の柱

が各所に点在していますが、その柱がどこにある

のか知りたいので、マップがあればいいなと子ど

もと散策しながら思いました。次はここを探そう

と励みになります。

　写真を撮影しながら楽しみましたが、11 カ所
は探すことができました。また秋に追加したいと

思っています。

　車で歩くと気づかないこと、歩いて感じる城下

町の風景、ベンチ等の設備も充実していたように

感じました。マップに位置とチェックできるスペ

ース（本当は小さいスタンプでもあればもっと嬉

シリーズで紹介する「意見・提案」&「回答」 ⑦

しい）があればいいなと思います。よろしくお願いします。

【宮城県在住 30代・男性】

【回　答】
　このたびはご提案いただきありがとうございます。

　ご指摘の「木の柱」は古町名標柱といい、弘前藩の中心地であった城下町「弘

前」に現在も残されている古い町名の由来を多くの方々に知っていただくため

に設置したもので、現在 41カ所に設置しています。
　市では、由来や設置場所を示した「ひろさき古町名標柱マップ」を市役所２

階の教育委員会学務課分室と、市役所岩木庁舎３階の文化財保護課に備え付け

て無料で配布しています。また、今回のご提案を受けまして、市内観光案内所（駅

前及び市立観光館）、まちなか情報センターへも備え付けることにいたしました。

　古町名標柱を通して弘前の町の歴史を少しでも感じていただければ幸いに思います。

■アイデアポストについての問い合わせ先　広報広聴課広聴係（〒 036・8551、上白銀町１の１、市役所２階、
窓口 258、☎内線 552、ファクス 35・0080）

アイデアポスト設置場所
市役所総合案内所

岩木庁舎総合案内

相馬庁舎民生課

市民課駅前分室（駅前町、
ジョッパル１階）

市民課城東分室（末広４丁目、
総合学習センター１階）

東目屋出張所

船沢出張所

高杉出張所

裾野出張所

新和出張所

石川出張所

　市では、市民の皆さんから市政に関するアイ
デアや意見を募集しています。これまでいただ
いたご意見と、それに対する回答を紹介します。

私がお答え
します。

支
援
し
ま
す
！
住
ま
い
の
耐
震
診
断
!!

　
　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
希
望
者
募
集

…　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号5

kouikirengou.jp/

）

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
共
通
事
項

　

年
金
が
年
額
18
万
円
（
月

額
１
万
５
０
０
０
円
）
未
満

の
人
や
、
介
護
保
険
料
と
国

民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
の
合

計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
人
は
、
納
付
書
等

に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
納
付

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別

徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
）
に
変
更
し
た
場
合
、

世
帯
主
か
配
偶
者
名
義
の
口

座
振
替
に
す
る
と
、
世
帯
と

し
て
の
所
得
税
・
住
民
税
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
国

保
年
金
課
へ
。
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

…　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号7

お知らせ

催　

し

こ
ど
も
の
森
10
・
11
月
の
行
事

【
催
し
】

◎
落
ち
葉
で
あ
そ
ぼ
う
！

▽
と　

き　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
晩
秋
の
山
歩
き　

岩
落
山
登
山

▽
と　

き　

11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

【
特
別
企
画
展
】

◎
木
の
実
・
草
の
実
展

　

山
の
木
や
草
の
実
と
、
そ
れ
ら

を
素
材
に
し
た
遊
び
を
紹
介
し
ま

す
。

▽
と　

き　

10
月
19
日
〜
11
月
３

日
、
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

◎
紅
葉
・
落
葉
展
／
落
ち
葉
の
名

前
当
て
ク
イ
ズ

　

紅
葉
し
た
木
・
草
の
葉
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
種
名
を
示
し
て

い
な
い
落
ち
葉
標
本
と
、ヒ
ン
ト
・

答
え
（
種
名
）
を
記
し
た
カ
ー
ド

に
よ
る
ク
イ
ズ
形
式
の
落
ち
葉
展

示
も
開
催
。

▽
と　

き　

11
月
９
日
〜
30
日
、

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、

久
渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）
か
、
市
公
園
緑
地
協
会

（
☎
33
・
８
７
３
３
）
へ
。

さ
ん
か
く
シ
ア
タ
ー（
第
５
回
）

　

子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
に
し

た
ビ
デ
オ
映
画
の
上
映
会
で
す
。

た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
息
抜
き
し
ま

せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）３
階
グ
ル
ー
プ
活
動
室

▽
上
映
作
品　
「
デ
ー
ブ
」

▽
対　

象　

子
育
て
中
の
女
性
＝

20
人
（
先
着
順
）

※
無
料
の
保
育
室
を
準
備
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

21
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン

タ
ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
へ
。

Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味
線
２
０
０
８

　

テ
ー
マ
は
「
体
感
！
実
感
！
津

軽
三
味
線
」。
会
期
中
は
市
内
各

所
か
ら
津
軽
三
味
線
の
音
色
が
流

れ
ま
す
。

【
Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味
線
２
０
０
８
】

　

津
軽
三
味
線
奏
者
３
０
０
人
に

よ
る
大
合
奏
を
メ
ー
ン
に
、
本
場

の
だ
い
ご
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▽
と　

き　

10
月
25
日
（
土
）、

１
回
目
＝
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

／
２
回
目
＝
午
後
５
時
半
〜
７
時

半▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）
大
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
（
全
席
指
定
）　

前
売

り
券
＝
１
０
０
０
円
／
当
日
券
＝

１
２
０
０
円

▽
入
場
券
取
扱
所
（
販
売
中
）　

弘
前
商
工
会
議
所
、
ま
ち
な
か
情

報
セ
ン
タ
ー
（
土
手
町
）、
市
立

観
光
館
（
下
白
銀
町
）、
日
弘
楽

器
（
土
手
町
）、
メ
デ
ィ
ア
イ
ン

各
店
、
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
な
ど

【
Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味
線
２
０
０
８

街
角
ラ
イ
ブ
】

　

市
内
の
街
角
か
ら
津
軽
三
味
線

の
力
強
い
響
き
が
聞
こ
え
、
身
近

な
場
所
で
三
味
線
の
演
奏
が
楽
し

め
ま
す
。ま
た
、夜
に
は
居
酒
屋
が

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
変
身
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
17
日
〜
19
日

※
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
と
こ
ろ　

昼
の
部
＝
食
と
産
業

ま
つ
り
会
場
、
青
森
空
港
、
弘
前

駅
な
ど
／
夜
の
部
＝
料
亭
や
居
酒

屋
な
ど

▽
入
場
料　

無
料
（
夜
の
部
の
飲

食
代
は
自
己
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽

三
味
線
２
０
０
８
実
行
委
員
会

（
上
鞘
師
町
、
弘
前
商
工
会
議
所

内
、
☎
33
・
４
１
１
１
）

秋
、
津
軽
路
あ
っ
ぷ
る
号
で

り
ん
ご
満
喫　
　
　
　
　
　

　

五
能
線
沿
線
に
広
が
る
り
ん
ご

畑
の
中
を
、
速
度
を
落
と
し
て

ゆ
っ
く
り
走
る
（
往
路
の
林
崎
〜

板
柳
間
）、
２
日
間
限
定
の
列
車

で
す
。
車
窓
か
ら
見
る
り
ん
ご
畑

の
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
運
転
日　

10
月
25
日
・
26
日

※
２
両
編
成
（
す
べ
て
自
由
席
）

▽
運
転
時
間　

往
路
…
午
前
10
時

10
分
弘
前
駅
発
、
11
時
16
分
五
所

川
原
駅
着
／
復
路
…
午
後
２
時
39

分
五
所
川
原
駅
発
、
３
時
21
分
弘

前
駅
着

▽
そ
の
他　

乗
車
の
際
に
は
、
乗

車
す
る
区
間
の
普
通
乗
車
券
が
必

要
で
す

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ｒ
弘
前
駅

案
内
（
表
町
、
☎
32
・
１
３
５
４
）

※
10
月
25
日
は
、
弘
前
駅
前
広
場

で
巨
大
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
配
っ
た

り
、「
り
ん
ご
娘
・
」
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
津
軽
路
あ
っ
ぷ
る
号

に
乗
車
の
人
に
は
、「
あ
っ
ぷ
る

号
乗
車
証
明
書
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

第
５
回
学
術
講
演
会　
　
　
　

「
江
戸
城
大
奥
と
天
璋
院
篤
姫
」

　

弘
前
大
学
附
属
図
書
館
主
催
の

学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
創
立
50
周

年
記
念
会
館
み
ち
の
く
ホ
ー
ル

（
文
京
町
）

▽
講　

師　

山
本
博
文
さ
ん
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

▽
対　

象　

市　

民

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学

学
術
情
報
部
学
術
情
報
課
企
画

管
理
グ
ル
ー
プ
（
☎
39
・
３
１

５
５
、
Ｅ
メ
ー
ルjm

3155@
cc.

hirosaki-u.ac.jp

）

東
北
女
子
短
期
大
学
学
園
祭

　

東
北
女
子
短
期
大
学
、
東
北
栄

養
専
門
学
校
、
東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
専
門
学
校
、
東
北
経
理
専
門
学

校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
園
祭
を

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
25
日
・
26
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

短
期
大
学
校
舎
、
専

門
学
校
校
舎（
と
も
に
上
瓦
ヶ
町
）

▽
テ
ー
マ　

四
重
奏
〜
み
ん
な
で

つ
な
ぐ
一
つ
の
輪
∞
〜

▽
内　

容

■
展
示
・
発
表

○
短
期
大
学　

被
服
科
＝
「
今
〜

full size

」
を
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ッ

プ
袋
に
つ
い
て
の
調
査
発
表
、
草

木
染
め
の
着
物
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

な
ど
の
展
示
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
展
示
／
生

活
科
＝
「
四
季
折
々
の
祭
り
で
た

の
し
く
〜
め
ざ
せ
健
康
！
生
き
生

きLife

〜
」
を
テ
ー
マ
に
四
季

折
々
の
行
事
食
を
展
示
ほ
か
／
保

育
科
＝
「
東
短
『
ニ
コ
ニ
コ
ほ
い

く
え
ん
』」
を
テ
ー
マ
に
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
楽

し
め
る
遊
び
や
絵
本
が
ぎ
っ
し
り

○
東
北
栄
養
専
門
学
校　
「
毎
日

の
こ
と
だ
か
ら
食
を
大
切
に
し
た

い
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
育
・
食
の

安
全
性
に
つ
い
て
の
お
話
ほ
か

○
東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

　

作
品
展
示
、
パ
ソ
コ
ン
体
験
講

座
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

○
東
北
経
理
専
門
学
校　

１
年
間

の
学
校
生
活
紹
介

○
文
化
部　

書
道
部
、軽
音
楽
部
、

日
本
舞
踊
な
ど
12
の
文
化
部
に
よ

る
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
25
日

の
午
後
１
時
〜
２
時
40
分
）

■
食
堂
・
喫
茶
室
・
販
売

■
特
別
企
画　
「
Ⅰ
輪　
　

Ｘ
Ｌ
奏
」

〜
豊
田
一
輪
車
ク
ラ
ブ
と
東
短
楽

団
〜
＝
26
日
、
午
後
１
時
半
〜
２

時
半
、
短
期
大
学
体
育
館

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
女
子
短

期
大
学
学
生
課
（
☎
32
・
６
１
５

１
）東

北
女
子
大
学
学
園
祭

「
神
無
月
祭
」　
　
　
　

▽
と　

き　

10
月
25
日
・
26
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

東
北
女
子
大
学
（
豊

原
１
丁
目
）

▽
テ
ー
マ　

陽
（
ひ
だ
ま
り
）
〜

笑
顔
あ
ふ
れ
る
青
春
〜

▽
内　

容　

①
各
科
の
展
示
…
家

政
学
科
＝
「
日
和
〜
あ
た
た
か
さ

を
感
じ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
絞

り
染
め
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
リ
バ
ー

ス
ア
ッ
プ
リ
ケ
の
額
絵
、刺
し
子
・

裂
織
な
ど
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
漬

け
物
に
つ
い
て
／
児
童
学
科
＝

「
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド
（
動
物
園
）」

を
テ
ー
マ
に
、
エ
コ
動
物
、
制
作

物
（
紙
芝
居
、
木
版
画
、
点
描
画
、

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
月
別
壁
画
な

ど
）　

②
吹
奏
楽
部
、
邦
楽
部
、

児
童
学
研
究
部
な
ど
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表　

③
販
売
・
模
擬
店

※
進
学
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
女
子
大

学
学
生
課
（
☎
33
・
２
２
８
９
）

　今年のテーマは「やーやどー！集まれ楽しめわらはんど！」。
　弘前市子ども会連合会やボーイスカウト、ガールスカウト、スポー
ツ少年団のみんなが、楽しい催しをたくさん用意して待ってるよ。
▽と　き　11月３日（月）、午前 10時～午後３時
▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）
▽内　容　Ｍｒ．マサックによるマジック、ゲーム、クラフト（工作）、
ダンス、日本舞踊、作品展示会（子どもたちから募集した活動紹介
新聞、工作など）
▽問い合わせ先　弘前市子ども会連合会（弘前文化センター、中央
公民館内、☎ 33・6561）

弘前市子どもの祭典弘前市子どもの祭典弘前市子どもの祭典

防災シンポジウム

　地域防災力の向上のため、青森県と弘前
市がシンポジウムを開催します。地域の自
主防災組織が中心となって、高齢者などの
災害時要援護者と一緒に避難する地域づく
りについてのお話です。共に聞いて考えて
みませんか。
　また、家庭や地域でできる防災対策など
についてのパネル展も開催します。非常食
や防災用品の展示も行いますので、この機
会にぜひおいでください。
【シンポジウム】
▽と　き　11月３日（月）
　　　　　午後１時～５時
▽ところ　総合学習センター（末広４丁目）
▽内　容　第１部＝講演「犠牲者ゼロの地
域づくり」／第２部＝自主防災組織づくり
研修
▽講　師　片田敏孝さん（群馬大学大学院
教授）
▽対　象　第１部＝県民／第２部＝町会
長、自主防災組織リーダーなど
※第２部の研修に参加したい人は、事前に
申し込んでください。
▽参加料　無　料
▽問い合わせ・申込先　企画課企画担当（☎
内線 267）
【防災パネル展】
▽と　き　11月３日（月）
　　　　　午前 10時～午後５時
▽ところ　総合学習センター
▽問い合わせ先　企画課企画担当（☎内線
267）

～犠牲者ゼロの地域づくり～

第47回
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お知らせ

教育講演会
▽
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

（
岩
木
庁
舎
内
、☎
82
・
１
６
４
１
）

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前
の
教
室

【
初
心
者
実
用
書
道
教
室
】

▽
と　

き　

10
月
28
日
、
11
月
４

日
・
11
日
・
18
日
（
計
４
回
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
内　

容　

実
生
活
に
役
立
つ
筆

文
字

▽
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

す
ず
り
、
墨
、
小
筆
、

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

麻
疹（
は
し
か
）予
防
講
演
会

▽
と　

き　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
本
町
）

▽
テ
ー
マ　
「
沖
縄
県
の
は
し
か

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
麻
し

ん
全
数
把
握
事
業
」

▽
講　

師　

知
念
正
雄
さ
ん
（
知

念
小
児
科
医
院
院
長
）

▽
対　

象　

麻
疹
（
は
し
か
）
の

予
防
に
興
味
の
あ
る
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
医

学
部
小
児
科
教
室
（
☎
39
・
５
０

７
０
）サ

タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
季
節
ご

と
の
星
座
解
説
）　

11
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
の
午

前
10
時
半
〜
11
時
／
中
央
公
民
館

（
☎
33
・
６
５
６
１
）

【
弘
前
図
書
館
（
下
白
銀
町
）】

○
図
書
館
ワ
ン
パ
ク
探
検
（
館
内

探
検
と
図
書
館
業
務
の
体
験
）　

11
月
15
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
／

弘
前
図
書
館
（
☎
32
・
３
７
９
４
）

【
郷
土
文
学
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
館
散
歩
（
親
子
で
展

示
を
観
覧
）　

11
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
／
郷
土
文
学
館
（
☎
37
・

５
５
０
５
）

【
市
立
博
物
館
（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
鑑
賞
会
（
開
催
展
覧
会
の

鑑
賞
）　

11
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日
の
午
前
９
時
半
〜
正

午
／
市
立
博
物
館
（
☎
35
・
０
７

０
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
郷
土
文
学

館
、
市
立
博
物
館
は
市
内
の
小
・

中
学
生
は
い
つ
で
も
無
料
で
す
。

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン
以
外
の
日
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

星
空
観
察
会
in
プ
ラ
ネ

２
０
０
８
秋　
　
　
　

　

講
師
が
解
説
し
な
が
ら
秋
の
星

空
を
紹
介
す
る
投
影
で
す
。
普
段

と
は
趣
が
異
な
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

11
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
半
〜
７
時
半

※
午
後
６
時
20
分
ま
で
に
集
合
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
３
階
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム

▽
内　

容　
「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀

河
の
謎
」
…
講
師
・
藤
田
栄
一
さ

ん
（
中
央
公
民
館
相
馬
館
天
文
台

嘱
託
員
）

▽
対　

象　

市
民
＝
80
人
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事

前
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優
先
し
ま

す
。

▽
観
覧
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

中
央

公
民
館（
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
33
・
６
５
６
１
）

中
川
信
子
先
生
講
演
会

　

発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る

子
ど
も
一
人
一
人
に
適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
に
、
長
年
、
言
語
聴

覚
士
の
立
場
か
ら
実
践
を
重
ね
て

い
る
中
川
信
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
教

育
関
係
者
の
ほ
か
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▽
と　

き　

11
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
後
０
時
半
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ　
「
子
ど
も
の
成
長
に

応
じ
た
発
達
支
援
と
は
」

▽
講　

師　

中
川
信
子
さ
ん
（
言

語
聴
覚
士
、「
こ
ど
も
の
発
達
支

援
を
考
え
る
Ｓ
Ｔ
の
会
」
代
表
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ
と
の
は
サ
ポ
ー

ト
」
副
理
事
長
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
申
し
込
み
方
法　

11
月
７
日
ま

で
に
、
氏
名
・
連
絡
先
（
教
育
関

係
者
は
所
属
）
を
記
入
し
、
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

中
南

地
区
特
別
支
援
連
携
協
議
会
事
務

局
（
弘
前
第
二
養
護
学
校
、
☎
兼

フ
ァ
ク
ス
97
・
２
５
１
１
）

弘
前
市
成
人
式

　

平
成
20
年
度
の
弘
前
市
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
弘
前
・
岩
木
・

相
馬
の
各
地
区
で
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
１
会
場

で
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

平
成
21
年
１
月
11
日

（
日
）、
午
前
11
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）

▽
内　

容　

式
典
、
実
行
委
員
会

に
よ
る
成
人
祭

▽
対　

象　

昭
和
63
年
４
月
２
日

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
対
象
者
に

は
、
開
催
の
１
か
月
前
ま
で
に
案

内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。ま
た
、

転
出
な
ど
で
市
内
に
住
所
の
な
い

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
当
日

直
接
会
場
へ
。

スティールパン・

　ドラム缶から作られる旋律楽器、スティールパ
ン。カリブ海トリニダード・トバゴ共和国で半世
紀ほど前に生まれたこの楽器は、「20 世紀最大の
アコースティック楽器の発明」ともいわれ、ドラ
ム缶とは思えない美しい音色を持ち、テレビＣＭ
などでもおなじみです。
　このワークショップで、小型スティールパンの
製作から本格的なスティールバンドでの演奏まで、
充実の２日間を一緒に過ごしませんか。
▽と　き　11月８日（土）・９日（日）の２日間
▽日程・内容
①楽器製作＝ 11月８日、午前９時～午後５時
②演奏練習＝ 11月９日、午前９時～午後４時
③コンサート＝ 11 月９日、午後６時～８時（詳
細は下記のとおり）
※受講者は①～③のすべてに参加を。コンサート
は無料で一般公開します。
▽ところ　①＝弘前大学教育学部／②③＝弘前大
学五十周年記念会館みちのくホール（ともに文京町）
▽指導者　冨田晃さん（弘前大学教育学部准教授）、
山口悦朗さん（スティールパン製作家）、弘前大学
スティールパン部の皆さん
▽対　象　小学校４年生以上＝ 15 人（小学生は
保護者同伴）
▽参加料　1,500 円（材料費として）
▽問い合わせ・申込先　はがきまたは電話、ファ
クス、Ｅメールで中央公民館（〒 036・8356、下
白銀町 19 の４、弘前文化センター内、☎ 33・
6561、ファクス 33・4490、Ｅメール chuuoukou@
city.hirosaki.lg.jp）へ。
【スティールパン・ワークショップ・フィナーレ・
コンサート】
▽と　き　11 月９日（日）、午後６時開場、６時
半開演
▽ところ　弘前大学五十周年記念会館みちのく
ホール（文京町）
▽出演者　スティールパン・ワークショップ受講
者、つなぎ～ず、弘前大学スティールパン部
▽入場料　無　料
※直接会場へおいでください。
【弘前大学スティールパン部創部５周年記念コン
サート「キセキ」】
　今年の自主公演は創部５周年を迎え、内容も盛
りだくさん。スティールパンの魅力をたっぷりお
届けしますので、ぜひおいでください。
▽と　き　11月 15 日（土）、午後５時半開場、６
時開演
▽ところ　市立観光館（下白銀町）１階多目的ホール
▽曲　目　Close to you、風になりたい、となりの
トトロ、ハイマス　など
▽問い合わせ先　弘前大学スティールパン部
代表（泉さん、☎携帯 090・5187・4911、Ｅ
メール hsb@hotmail.co.jp、ホームページ http://
hsb2003pan.hp.infoseek.co.jp/）

　学校、家庭、地域と連携

を深め、子どもたちのより

よい未来を一緒に考えること

を目的に開催します。

　今年は、バルセロナオリンピック金メダリスト

で指導者としても優れた実績を残している、柔道

家の古賀稔彦さんを講師に迎え、夢の実現をテー

マにお話を伺います。

▽と　き　11月 17 日（月）、午後２時半～４時半
▽ところ　岩木文化センター「あそべーる」（賀田

１丁目）

▽内　容　講演「夢の実現」…講師・古賀稔彦さ

ん（ＩＰＵ環太平洋大学教授）

▽定　員　600 人（先着順）
▽参加料　無　料

▽問い合わせ・申込先　10 月 30 日までに、教育
研究所（末広４丁目、総合学習センター内、☎

26・4802、ファクス 26・2250）へ。
※申し込みの際は、住所・氏名をお知らせください。

教育講演会教
室･

講
座

下
敷
き
、
文
鎮

【
初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
】

▽
と　

き　

11
月
７
日
・
14
日
・

21
日
（
計
３
回
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
半

▽
内　

容　

各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
の
正
し
い
使
い
方
と
年
齢
に

応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導

▽
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、

運
動
の
で
き
る
服
装

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
弘
前

（
豊
田
１
丁
目
）

▽
申
込
先　

10
月
18
日
か
ら
、
サ

ン
ラ
イ
フ
弘
前
（
☎
27
・
２
８
１

１
）
へ
。

く
ら
し
の
消
費
者
講
座

　

食
品
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品

を
選
ぶ
際
の
大
切
な
情
報
で
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
日
常
の
消

費
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
の
制

度
・
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）１
階
会
議
室

▽
テ
ー
マ　
「
食
品
表
示
の
見
方

に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
」

▽
講　

師　

工
藤
博
明
さ
ん
、
福

士
潤
一
さ
ん
（
共
に
東
北
農
政
局

青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課
）

▽
対　

象　

市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

市
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
土
手
町
、
☎

34
・
３
１
７
９
）ワークショップ

20082008　　in 弘前in 弘前

表
示
登
記
無
料
相
談
会

▽
と　

き　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
３
階
第
１
研
修

室※
当
日
は
、
青
森
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
青
森
017
・
722
・
３
１

７
８
）
に
よ
る
電
話
無
料
相
談
も

行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
土
地

家
屋
調
査
士
会

9 …　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号

お知らせ



10

お知らせ

…　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号11

総合学習センターのパソコンチャレンジ講座総合学習センターのパソコンチャレンジ講座

再チャレンジ再チャレンジ

子育てママの

再チャレンジ 応援セミナー再チャレンジ 応援セミナー

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

公
開
講
座　
　
　
　
　
　
　

　

弘
前
大
学
総
合
文
化
祭
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
清
水
森
ナ

ン
バ
復
興
へ
の
取
り
組
み
や
ト
ウ

ガ
ラ
シ
の
魅
力
に
つ
い
て
大
い
に

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部（
文
京
町
）３
階
302
講
義
室

▽
テ
ー
マ　
「
世
界
の
ト
ウ
ガ
ラ

シ
と
清
水
森
ナ
ン
バ
の
魅
力
」

▽
内　

容　

①
清
水
森
ナ
ン
バ
は

こ
こ
が
ち
が
う　

②
清
水
森
ナ
ン

バ
に
つ
い
て
大
い
に
語
る　

③
他

産
地
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
ど
ん
な
対

応
を
し
て
い
る
か　

④
清
水
森
ナ

ン
バ
の
加
工
品
試
食
会　

⑤
意
見

交
換
会

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
農

学
生
命
科
学
部
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
39
・
３
７
５
８
）

県
立
弘
前
工
業
高
校

パ
ソ
コ
ン
公
開
講
座

　

県
立
弘
前
工
業
高
校
の
パ
ソ
コ

ン
設
備
を
市
民
に
開
放
し
、
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
２
日
・
９
日
・

16
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

県
立
弘
前
工
業
高
校

（
馬
屋
町
）

▽
内　

容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
操

作
法
、日
本
語
入
力
操
作
法
、ワ
ー

プ
ロ
（
ワ
ー
ド
）
の
基
本
・
応
用
、

表
計
算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
の

利
用
・
応
用

▽
定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
９
０
０
円
が
必

要
）

▽
持
ち
物　

昼　

食

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

24
日
ま
で
に
、
県
立
弘
前
工
業
高

校
（
今
さ
ん
、
☎
32
・
６
２
４
１
）

へ
。

※
要
項
及
び
申
込
書
は
同
高
校
事

務
室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

清
水
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

【
は
つ
ら
つ
！
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
」】

　

世
界
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
基

礎
と
踊
り
方
を
優
し
く
指
導
し
ま

す
。
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

▽
と　

き　

11
月
21
日
・
28
日
、

12
月
５
日
・
19
日
、
平
成
21
年
１

月
16
日
・
30
日
、
２
月
６
日
・
20

日
、
３
月
６
日
・
20
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
10
回
）

▽
と
こ
ろ　

清
水
交
流
セ
ン
タ
ー

（
大
開
２
丁
目
）

▽
対　

象　

市
民
＝
男
女
各
30
人

（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
靴

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

21
日
〜
31
日
に
、
直
接
、
清
水
交

流
セ
ン
タ
ー
（
☎
87
・
６
６
１
１
）

窓
口
へ
。

※
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休

館
。健

康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

▽
と　

き　

11
月
６
日
〜
27
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

半▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単

な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
対　

象　

市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、10
月
29

日
（
必
着
）
ま
で
に
弘
前
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
０
５

７
、八
幡
町
１
丁
目
９
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
４
５
４

５
）

第
10
回
家
庭
で
で
き
る

看
護
ケ
ア
教
室　
　
　

▽
と　

き　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
本
町
）

▽
テ
ー
マ　
「
く
ら
し
を
広
げ
る

看
護
の
力
」

▽
内　

容　

午
前
＝
Ｎ
Ｏ
（
脳
）

Ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
〜
老
い
る
シ
ョ
ッ
ク

は
も
う
起
こ
さ
な
い
？
〜
／
午
後

＝
み
ん
な
で
学
ぼ
う
一
次
救
命
措

置
〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

と
窒
息
時
の
対
応
〜

※
午
前
、
午
後
い
ず
れ
か
の
参
加

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
技
も
あ

り
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。。

▽
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

20
日
〜
30
日
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
地
域

連
携
室
（
☎
39
・
５
３
３
７
）
へ
。

営
業
職
・
販
売
職

基
本
セ
ミ
ナ
ー　

　

営
業
職
、
販
売
職
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
業
務
内
容
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
実
践
で
役
立

つ
ス
キ
ル
や
知
識
ま
で
幅
広
く
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▽
日　

程

営
業
職
…
11
月
10
日
・
11
日

販
売
職
…
11
月
12
日
・
13
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
対　

象　

18
歳
（
高
校
３
年
在

学
中
も
可
）
〜
お
お
む
ね
35
歳
未

満
で
、
営
業
職
・
販
売
職
に
興
味

が
あ
る
人
＝
各
20
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

11
月

４
日
ま
で
に
、
青
森
県
若
年
者

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
あ
お
も
り
、
☎
青
森
017
・

731
・
１
３
１
１
）
へ
。

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
程
・
内
容　

11
月
11
日
＝「
年

金
の
基
礎
知
識
・
応
用
に
つ
い
て
」

…
講
師
・
社
会
保
険
労
務
士
／
11

月
26
日
＝
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
」
…
講
師
・
弘
前
地
方
裁
判
所

担
当
官

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
。

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
第
１
研
修
室

▽
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
県
高
齢
・

開催日 ゲスト講師・内容

11月 4日

●つながれ！一歩先ゆく先輩たちと

　講演、ワークショップ…ゲスト講師・工藤英子
さん（ぴーぷる事務局次長）、佐々木富美子さん（ぴ
ーぷる事業部長）

11月11日
●グループの中でのコミュニケーション

　ワークショップ

11月25日
●企画のノウハウ～あっと驚く企画のウラわざ

　講演、ワークショップ（事業を運営するときに
は～誰もができる運営方法）

12月 2日
12月 9日
12月16日
2月17日
2月24日

●みんなにみえる事業計画をたててみようⅠ～Ⅴ

　講演、ワークショップ（学んだことを生かそう、
わたしが輝く地域活動、アドバイザー・コーディネ
ーターのために、各グループの事業計画、発表、評
価）…ゲスト講師・小林央美さん（弘前大学准教授）

1月22日
1月27日
2月 3日
2月10日

●事業広報～誰もができるチラシづくりⅠ～Ⅳ

　講義、実践…ゲスト講師・中村文子さん（西部
パソコン教室）

思いをカタチにする第一歩～今こそ社会へ踏み出し

たい。女性の社会参加力をプロデュースします～

　子育て中または出産・育児後の女性のキャリア形成、
再チャレンジを支援するため、各種講座を開催します。
【公開講座「つくられる人生から　つくり出す人生へ」】
▽と　き　11月 14 日（金）、午前 10時～正午
▽ところ　平川市健康センター（平川市柏木町藤山）
会議室１・２
▽講　師　佐藤恵子さん（青森県立保健大学教授）
▽対　象　県民（誰でも参加できます）
▽定　員　50人
【自分のチカラを引き出すパワーアップセミナー】
▽日程・内容　下表参照
▽ところ　弘前市総合学習センター（末広４丁目）
▽講　師　田中弘子さん（あおもりＮＰＯサポート
センター理事長）
▽対　象　子育て中または子育てを一段落し、市民
活動や社会参加を希望する女性
▽定　員　20人
　～共通事項～
▽受講料　無　料
※託児（無料）もあります。
▽問い合わせ・申込先　中南地域子育てママの再チャ
レンジ実行委員会（ＮＰＯ法人弘前こどもコミュニ
ティ・ぴーぷる、☎兼ファクス 34・0171）
※人数に限りがありますので、早めに申し込みを。

障
害
者
雇
用
支
援
協
会
（
☎
青
森

017
・
775
・
４
０
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

017
・
734
・
７
４
８
３
）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

で
す
。

古
雑
誌
の
無
料
提
供

　

不
用
に
な
っ
た
雑
誌
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
来
館
の
際
は
、

持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
冊　

数　

１
人
５
冊
ま
で
（
先

着
順
）

▽
雑
誌
名　

お
し
ゃ
れ
工
房
、
オ

レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
、
サ
ラ
イ
、
婦
人

画
報
な
ど
１
２
０
０
冊

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
図
書
館

（
☎
32
・
３
７
９
４
）

百
石
町
展
示
館

展
示
室
の
使
用

　

平
成
21
年
度
に
展
示
室
の
使
用

を
希
望
す
る
人
は
、
百
石
町
展
示

館
に
仮
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
仮
申
込
書
は
展
示
館
事
務

室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
休
館
日

の
た
め
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
仮
申
込
書
の
受
け
付
け
】

▽
期　

間　

11
月
１
日
〜
15
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
、
11

月
26
日
の
午
前
10
時
か
ら
百
石
町

展
示
館
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

【
一
般
受
け
付
け
】

　

仮
申
し
込
み
対
象
外
の
会
場
や

仮
申
込
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場

合
は
、
11
月
26
日
の
午
後
１
時
か

ら
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

百
石
町
展
示

館
（
☎
31
・
７
６
０
０
）

【夜間エクセル講座】　

▽と　き　11 月６日・11 日・13 日・18 日・

20 日・27 日の６日間

※時間はいずれも午後７時～９時。

▽ところ　総合学習センター（末広４丁目）

▽内　容　表計算ソフトを活用した基本的な

操作技術の習得

▽講　師　市民ボランティアサポーター

▽対　象　市民＝30人（文字入力ができる人）

▽参加料　無　料

▽持ち物　筆記用具、ＵＳＢメモリかＣＤ―

Ｒ／ＲＷ

▽問い合わせ・申込先　10月21日から、学習

情報館（総合学習センター内、☎ 26・4800）へ。

そ
の
他

お知らせ
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お知らせお知らせ

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

会
場
使
用
受
け
付
け

　

平
成
21
年
度
分
の
使
用
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
一
つ
の
催

し
を
１
件
と
し
、
電
話
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
（
一
般

受
け
付
け
は
電
話
で
の
申
し
込
み

も
可
）。
な
お
、
公
共
団
体
な
ど

の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
は

除
き
ま
す
。

【
仮
申
込
書
の
受
け
付
け
】

　

ホ
ー
ル
・
大
会
議
室
・
美
術
展

示
室
に
限
り
、「
仮
申
込
書
」
を

提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
催
し
物

の
名
称
や
内
容
な
ど
を
明
確
に
し

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期　

間　

11
月
５
日
〜
21
日

【
抽
選
会
】

　

仮
申
込
書
の
提
出
者
で
、
希
望

が
ほ
か
の
申
込
者
と
重
複
し
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▽
抽
選
日　

12
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）

【
一
般
受
け
付
け
】

　

仮
申
し
込
み
対
象
外
の
会
場
や

仮
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た
人
を

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。な
お
、

12
月
17
日
か
ら
は
、
電
話
で
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
（
☎
33
・
６
５
７
１
）

※
火
曜
日
は
休
館
日
。

市
民
会
館
会
場

使
用
受
け
付
け

　

平
成
21
年
度
の
使
用
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
一
つ
の
催
し

を
１
件
と
し
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
な
お
、

公
共
団
体
な
ど
の
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
日
は
除
き
ま
す
。

【
仮
申
込
書
の
受
け
付
け
】

　

ホ
ー
ル
に
限
り
、「
仮
申
込
書
」

を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
催
し

物
の
名
称
や
内
容
な
ど
を
明
確
に

し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期　

間　

11
月
７
日
〜
28
日

【
抽
選
会
】

　

仮
申
込
書
の
提
出
者
で
、
希
望

が
ほ
か
の
申
込
者
と
重
複
し
た
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▽
抽
選
日　

12
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）
大
会
議
室

【
一
般
受
け
付
け
】

　

仮
申
し
込
み
対
象
外
の
会
場
や

仮
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た
人
を

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
と　

き　

12
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
会
館

（
☎
32
・
３
３
７
４
）

下
水
道
の
処
理
区
域
が

広
が
り
ま
す　
　
　
　

　

公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落

排
水
事
業
の
処
理
区
域
が
、
11
月

１
日
か
ら
広
が
り
ま
す（
撫
牛
子
・

門
外
・
川
合
・
大
沢
・
外
瀬
・
船

水
・
小
沢
・
五
代
・
宮
園
・
笹
舘

の
各
一
部
）。

　

新
た
な
処
理
区
域
内
の
皆
さ
ん

に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
早

め
の
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
総
務

課
利
用
促
進
係
（
市
役
所
５
階
、

☎
内
線
４
３
４
）

温
水
プ
ー
ル
石
川
の

臨
時
休
業　
　
　
　

　

温
水
プ
ー
ル
石
川
で
は
、
プ
ー

ル
水
の
交
換
清
掃
及
び
機
械
設
備

の
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間

休
業
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
期　

間　

10
月
27
日
〜
11
月
24

日▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
小
金
崎
字
村
元
、
☎
49
・

７
０
８
１
）

農
業
集
落
排
水
事
業

分
担
金
の
納
期
変
更

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
農
業
集
落

排
水
事
業
分
担
金
の
納
期
が
、
11

月
１
日
〜
30
日
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
納
付
書

は
、
10
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
総
務

課
総
務
係
（
市
役
所
５
階
、
☎
内

線
４
３
３
）

岩
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

ご
利
用
を　
　
　
　
　
　
　

　

岩
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
百

沢
字
寺
沢
、
い
わ
き
荘
旧
館
内
）

で
は
、
岩
木
振
興
公
社
の
試
行
事

業
と
し
て
、
４
月
か
ら
70
歳
以
上

の
市
民
が
温
泉
と
休
憩
室
を
５
０

０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ほ
か
、
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行

区
域
が
広
が
り
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ご
近
所
、友
人
な
ど
を
誘
っ
て
、

温
泉
で
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
利
用
者　

70
歳
以
上
の
市
民

▽
利
用
料
金　

５
０
０
円
（
和
室

休
憩
室
を
含
む
）

※
10
月
か
ら
旧
弘
前
地
区
の
人
を

対
象
に
、
初
回
限
定
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

▽
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

▽
利
用
券
の
交
付　

初
回
利
用
の

際
、
岩
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
受

付
で
年
齢
・
住
所
を
確
認
し
（
保

険
証
や
免
許
証
な
ど
の
提
示
が
必

要
）、
対
象
者
に
交
付
し
ま
す
。

▽
無
料
送
迎　

指
定
の
バ
ス
発
着

所
及
び
岩
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
運
行
日
程
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
木
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
☎
83
・
２
２
１
５
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
現
場
で
働
く
人
の
た
め
に

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

建
設
業
を
営
む
事
業
主
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
、
次
の
よ

う
な
特
長
が
あ
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

○
掛
金
は
税
法
上
非
課
税

○
公
共
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る

た
め
の
経
営
事
項
審
査
で
加
算
評

価
の
対
象

○
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て

計
算

▽
問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
青
森

支
部
（
☎
青
森
017
・
722
・
７
６

１
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.kentaikyo.taisyokukin.

go.jp/

）

　建設リサイクル法に基づく分別解体及び再資源化など
の適正な実施を促し、法律のさらなる実効性を確保する
ため、全国一斉パトロールが実施されます。
　当市でも建設リサイクルが適正に行われているか工事
現場を集中的にパトロールします。係員が解体現場など
に立ち入るときはご協力をお願いします。
　また、吹付石綿等が施工された建物の解体工事などは、
石綿による健康被害が心配されますので、法律を守り、
適正に行うようお願いします。

▼実施期間　10月 20 日～ 24 日

▼対　象

▼問い合わせ先　建築指導課建築指導係
　　　　　　　  （市役所３階、窓口 353、☎内線 418）

工事の種類 規模の基準 特定建築資材
建築物の解体 80㎡以上 ①コンクリート

②コンクリート及
び鉄から成る資材
③木材
④アスファルト・
コンクリート

建築物の新築・増築　　 500 ㎡以上
建築物の修繕・模様替え
（リフォームなど）

1億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事など）

500 万円以上

建設リサイクル法建設リサイクル法建設リサイクル法
～全国一斉パトロール～

　稲わらを無料で提供する「稲わらふりーでん」を 10 月 15 日から実施します。自由
に持ち帰りできますので、右写真ののぼりを目印に、直接現地においでください。

弘
前
城
に
関
す
る
史
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　

　

市
で
は
、
平
成
23
年
（
２
０

１
１
年
）
に
弘
前
城
築
城
４
０

０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
弘
前
城
整
備
計
画
策
定
の

参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
本
丸

御
殿
復
元
の
可
能
性
な
ど
を
探

る
た
め
、
弘
前
城
に
関
す
る
史

資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
史
資
料
を
持
っ
て
い
る

人
や
存
在
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る

史
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
史
資
料　

本
丸
御
殿
や
三
の

丸
御
屋
敷
な
ど
、
城
内
建
物
の

平
面
図
、立
面
図
、絵
図
及
び
写

真
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

公
園
緑
地

課
（
☎
33
・
８
７
３
９
）

▽と　き　10月 15 日～＝③五代字田屋敷、④鳥井野字宮本／ 10月下旬＝①坂元字赤
坂、②鼻和字西田

▽ところ　下図を参照

▽注意事項

○農道、あぜ道などを壊さないよう、細い道には無理に車を入れないでください。

稲わらを無料で提供します

○交通の妨げとなるような駐車は

しないでください。

○稲わらを道路に散らかさないよ

うに運んでください。

○目印ののぼりを農地に立ててい

ますので、のぼりのない農地から

は稲わらを絶対に持ち出さないで

ください。

○稲わらがなくなりしだい終了し

ます。

▽問い合わせ先　りんご農産課農

産係（岩木庁舎内、☎ 82・1636）

13 …　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号

広野神社 至小沢

至
石
川

至
百
沢

至
久
渡
寺
だんぶり池・

中央梨の木
バス停

・

墓地公園・

アップルロード

アップルロード

●

稲わらふりーでん
設置場所

①

●

・西分署

・
岩木B&G
海洋センター

岩木小岩木小
・

●

・岩木庁舎

●

アップルロードアップルロード

至石川

至百沢

岩木茜橋

上岩木橋

・＝稲わらふりー
でん設置場所

②

③

④

至船沢
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２０年１０月１５日号15

まちの話題を写真

で紹介します。

２
０
０
８
岩
木
文
化
祭

出
店
者
・
参
加
者
募
集

　
「
２
０
０
８
岩
木
文
化
祭
」
の

出
店
者
・
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
22
日
（
土
）・

23
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
岩
木

館
、
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ

べ
ー
る
」（
賀
田
１
丁
目
）

【
ふ
ろ
し
き
市
…
22
日
・
23
日
】

　

ふ
ろ
し
き
１
枚
分
（
１
坪
）
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
１
人
１
区

画
で
す
。
場
所
に
限
り（
15
区
画
）

が
あ
り
ま
す
の
で
先
着
順
と
な
り

ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ
（
屋
内
）

▽
出
店
料　

２
０
０
円

【
作
品
展
示
…
22
日
・
23
日
】

　

絵
画
、
書
道
、
手
芸
な
ど
な
ん

で
も
Ｏ
Ｋ
！
皆
さ
ん
の
趣
味
の
発

表
の
場
で
す
。

▽
作
品
搬
入　

11
月
19
日
〜
21
日

【
こ
ど
も
芸
能
発
表
…
22
日
の
午

後
２
時
〜
】

　

園
児
や
小
・
中
学
生
の
発
表
者

を
大
募
集
！
か
わ
い
ら
し
い
歌
や

踊
り
な
ど
の
特
技
を
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
紅
白
対
抗
か
く
し
芸
大
会
…
22

日
の
午
後
６
時
半
〜
】

　

名
演
技
、
珍
演
技
を
大
募
集
！

個
人
で
の
参
加
や
、
職
場
・
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
た
ち
と
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
芸
能
発
表
…
23
日
の
午
前
９
時

半
〜
午
後
３
時
】

　

日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
芸
能
を

披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
歌
や
踊

り
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
な
ど
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10
月

20
日
〜
31
日
に
、
岩
木
文
化
祭
運

営
委
員
会
（
中
央
公
民
館
岩
木
館

内
、
☎
82
・
３
２
１
４
、
フ
ァ
ク

ス
82
・
３
４
２
６
）
へ
。

市
の
指
名
業
者
登
録

【
平
成
20
年
度
申
請
分
を
受
け
付

け
】

　

市
発
注
の
工
事
や
業
務
を
請
け

負
っ
た
り
、
物
品
を
納
入
す
る
な

ど
、
市
と
取
り
引
き
を
す
る
場
合

に
は
、
市
の
指
名
業
者
と
し
て
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
期
間
内
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
間
は
昨
年
よ
り

早
ま
り
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

11
月
４
日
〜
28
日

▽
対　

象　

①
建
設
工
事
の
請
負

②
測
量
、
設
計
な
ど
の
建
設
関
連

業
務
の
請
負　

③
製
造
の
請
負
、

物
品
の
販
売
な
ど　

④
警
備
、
清

掃
業
務
な
ど
の
請
負

▽
申
請
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
「
指
名
競
争
入
札

等
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
管
財
課
契
約
係
（
市
役

所
２
階
、
窓
口
201
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
有
効
期
間　

平
成
21
・
22
年
度

の
２
年
間
（
た
だ
し
、
市
内
の
建

設
工
事
と
建
設
関
連
業
務
は
、
平

成
21
年
度
の
１
年
間
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課
契
約

係
（
☎
内
線
２
２
７
・
２
４
７
）

不
動
産
の
公
売

　

市
で
は
、
市
税
等
の
滞
納
処
分

と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の

公
売
を
行
い
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
当
日
は
午
前
９
時
半
か
ら
受
け

付
け
し
、
入
札
に
つ
い
て
の
説
明

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

市
役
所（
上
白
銀
町
）

２
階
第
１
会
議
室

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課
整
理

係
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
204
、
☎

内
線
２
３
７
・
３
９
４
）

第
２
回
津
軽
遺
産
募
集

－

教
え
て
く
だ
さ
い
・
と
っ
て
お

き
の
津
軽

－

　

津
軽
ら
し
さ
を
保
存
し
、
後
世

へ
と
守
り
育
て
る
こ
と
で
、
地
域

の
誇
り
や
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
情
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
、
暮
ら

し
に
根
付
い
た
風
景
・
民
俗
・
遊

び
・
食
・
工
芸
品
な
ど
を
、
皆
さ

ん
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
を
審
査

し
「
津
軽
遺
産
」
に
認
定
し
ま
す
。

ま
た
、
選
考
バ
ス
ツ
ア
ー
の
審
査

員
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

【「
津
軽
遺
産
」
推
薦
】

　
「
津
軽
遺
産
」
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
思
う
も
の
を
、
理
由
な
ど

を
書
き
添
え
て
事
務
局
ま
で
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
既
に

文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
は
除
き
ま
す
。

【
選
考
バ
ス
ツ
ア
ー
】

▽
と　

き　

11
月
16
日
（
日
）

▽
審
査
員
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

２
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
推
薦
・
審
査
員
応
募
の
締
め
切

り　

10
月
25
日
（
土
）

※
当
日
消
印
有
効
。

▽
推
薦
・
審
査
員
応
募
先　

氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
津
軽
遺
産
実

行
委
員
会
（
〒
036
・
８
２
２
４
、

文
京
町
６
の
18
、space+ing

内
、

フ
ァ
ク
ス
33
・
２
８
６
３
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

津
軽
遺
産
実

行
委
員
会
事
務
局
（
水
戸
さ
ん
、

☎
33
・
２
８
６
３
）

★国際交流ふれあいパーティー★☆ ☆
「ともだちの輪を世界まで」運営ボランティア募集

　市民と市内に住む外国人が、一緒にゲームや

レクリエーションを楽しむ交流パーティーのお

手伝いをしてくれる人を募集します。

▽と　き　11月 24 日（月・振り替え休日）
▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）

▽内　容　会場の飾り付け、お菓子の調理、入

場受付、ゲームの補助など

※弘前大学の留学生と一緒に、パーティー当日や

事前の準備に参加していただきます。

▽対　象　高校生以上

▽問い合わせ・申込先　中央公民館（☎ 33・
6561）

弘前りんごＰＲソング振り付けコンテスト

　９月 21 日、岩木文化センターあそべーる（賀田 1
丁目）で、第１回目となる弘前りんごＰＲソング「トコ・
ドッコイ弘前りんご」の振り付けコンテストが開催さ
れ、保育園や同好会などで参加した老若男女 16 チー
ムが、それぞれ工夫を凝らした衣装と振り付けで、舞
台狭しと踊りを披露しました。審査の結果は次のとお
りです。最優秀賞＝こひつじ保育園（職員）／優秀賞
＝新和児童館、神刀剣桜流剣詩舞剣桜館チーム／つが
る賞＝大開保育園（職員）／王林賞＝チームＡＢＯ／
ふじ賞＝常盤野保育所（園児）

９月２１日

▲危険予測シミュ

レーション

▲屋外での歩行実験

高 齢者夜間交通安全体験教室
　昨年市内での交通事故で亡くなった13人中８人が、
今年は亡くなった５人全員が 65 歳以上の高齢者とな
っています。このような状況を受け、市では９月 22
日と 29 日の２回、弘前モータースクール（和泉１丁目）
で高齢者夜間交通安全体験教室を開催。参加した市民
は交通安全への意識を高めました。
　２回目の開催となった 29 日は約 40 人が参加。体
験教室は歩行者コースと運転者コースに分かれて行わ
れ、それぞれの立場から交通安全を体験。ドライビン
グシミュレータを使用した危
険予測シミュレーションで
は、参加者は突然出現するバ
イクや歩行者に驚きながらも
安全運転を心掛けていまし
た。また屋外では、飛び出し
や斜め横断などの歩行実験を
行い、自分の認識する距離と
実際の車までの距離との差を
実感していました。

９月２２日・２９日

▲

▲危険予測シミュ
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弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）

広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人の
  動き

・人　口　　　 （前月比）
　　 184,393 人 (-108)
　男 84,047 人 (- 87)
　女 100,346 人 (- 21)
・世帯数
　　　70,266 世帯 (-60)
平成20年９月1日現在（推計）

市のテレビ番組市のテレビ番組 スポット弘前くらしと話題スポット弘前くらしと話題

だれでも気軽に、いきいきスポーツ

 ～弘前スポレク祭～
　市民の健康増進や豊かな地域づくりのため、今年度から始まっ

た弘前スポレク祭の様子を紹介します。

○放送日　１１月１日（土）、午前１０時４５分～１１時

○放送局　青森テレビ（ＡＴＶ）

　

日
展
参
与
を
務
め
た
木
彫
の
巨
匠
三

國
慶
一
さ
ん
と
、
ご
子
息
で
二
科
会
評

議
員
を
経
て
独
自
の
境
地
を
開
く
三
國

恭
三
さ
ん
。
彫
刻
家
父
子
二
人
の
歩
み

を
振
り
返
り
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

10
月
18
日
〜
12
月
21
日

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４

時
半

▽
観
覧
料　

一
般
＝
２
８
０
円
（
２
１

０
円
）
／
高
校
・
大
学
生
＝
１
４
０
円

（
１
０
０
円
）
／
小
・
中
学
生
＝
80
円

（
40
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

で
す
。
60
歳
以
上
の
市
民
、市
内
の
小
・

中
学
生
や
障
害
者
、
外
国
人
留
学
生
は

無
料
。
年
齢
や
住
所
を
証
明
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
11
月
３
日
・
24
日
は
開
館
し
、
４
日
・

25
日
は
休
館
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館
（
下

白
銀
町
、
☎
35
・
０
７
０
０
）

市
立
博
物
館
企
画
展　

10
月
18
日
〜
12
月
21
日

彫
刻
の
系
譜
〜
三
國
慶
一
・

恭
三
父
子
展
〜

三國慶一　「和」 ▼

▼
三國恭三　「リンゴ」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
と　

き　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
（
下

白
銀
町
）
展
示
室

▽
講　

師　

三
國
恭
三
さ
ん

▽
聴
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、

市
立
博
物
館
観
覧
料
が
必
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物

館
（
☎
35
・
０
７
０
０
）

　読書推進運動協議会が主催する第 62 回読書
週間に合わせ、岩木図書館がさまざまな催しを
開催します。
▽と　き　10月 28 日～ 11 月９日
▽ところ　岩木図書館（賀田１丁目）
▽内　容　一般閲覧室…時代小説の展示と貸出
（映画やテレビ時代劇としてドラマ化された原
作の小説を展示するほか、時代小説の作品中に

登場する料理のレシピの紹介など）／児童室…
宮沢賢治特集（作品の展示と貸出、ボランティ
アによる読み聞かせ）
※読み聞かせは 11 月１日・８日の午前 10 時
半～ 11時
▽問い合わせ先　岩木図書館（☎ 82・1651）

１０月２７日（月）～１１月９日（日）１０月２７日（月）～１１月９日（日）

第６２回 読書週間第６２回 読書週間
「おもわぬ出会いがありました。」

（2008 年標語）
「おもわぬ出会いがありました。」

（2008 年標語）

秋の読書週間行事


